
令和６年度愛知県地域職業訓練実施計画の策定に向けた方針（案）
令和５年度と同程度の規模で人材を育成

実施状況
の分析

応募倍率が低く、就職率が高い分野
（令和４年度実績に該当する分野）

「介護・医療・福祉分野」
・公共訓練（委託訓練）、求職者支援訓練ともに前年度に対し、一部改善は見られたものの、
両訓練とも応募倍率が60～70％台と低調であるため、引き続き訓練コース内容や訓練効果を
踏まえた受講勧奨の強化が必要。

応募倍率が高く、就職率が低い分野
（令和４年度実績に該当する分野）

「デザイン分野」

・デザイン分野（主にWebデザイン）は両訓練とも200％前後の応募倍率であり、更なる設定
促進が必要。ただし、就職率は目標（委託訓練75％以上、求職所支援訓練（実践コース）
63％以上）を達成しているが、求人ニーズに即した効果的な訓練内容であるか等の検討が必要。

・デジタル分野（IT分野及びデザイン分野のうちWebデザインコース）の就職率向上のため、
ハローワーク職員の知識向上や訓練実施施設への見学会・事前説明会参加の機会確保と訓練修
了者の就職機会拡大に資するよう訓練修了者歓迎求人等の確保等の取組推進が必要。

計画と実
績の乖離

委託訓練、求職者支援訓練とも、計画定員数
に対する実行率は９０％以上と乖離は見られ
ないが、受講者は令和３年度に対し委託訓練
では15.4%減少、求職者支援訓練では61.3％
増加。

・委託訓練の受講者減少は全国的な傾向となっているため、受講者確保の対策は喫緊の課題
→愛知県及び愛知労働局において引き続き対策を検討

デジタル人材が質・量とも不足
（デジタル田園都市国家構想総合戦略）
（あいちデジタル人材育成アクションプラン）

・職業訓練のデジタル分野への重点化を進め、一層の設定促進が必要。

【委託訓練】
当該分野の応募倍率は令和３年度84.6％に対し、
令和４年度は63.8％に低下。就職率は向上。
【求職者支援訓練】
応募倍率は前年度に対し向上。就職率は低下。

【委託訓練】
当該分野の応募倍率は令和４年度も高いものの、
前年度より低下。就職率は向上。
【求職者支援訓練】
応募倍率は前年度に対し向上。就職率も向上。

公的職業
訓練の
改善等

ワーキンググループの効果検証を踏まえた改
善策等の実施

・令和6年度に実施する「営業・販売・事務分野」及び「デジタル分野」訓練に検証を踏まえ
た改善策を実施し、その後の効果（就職率の向上等）を検証。「理美容分野」について効果検
証を踏まえ、認定規模の縮小も検討。愛知の企業に選ばれる人材育成を実践。

人材ニー
ズを踏ま
えた設定
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